
岡山県みどりの食料システム基本計画の概要

【作成主体】 岡山県及び県内全27市町村

【計画の主な目標】
・ 国際水準以上の有機農業の取組面積：300ha（R12）

【取組のポイント】
・ 化学肥料・農薬を一切使用しない「おかやま有機無農薬農産

物」などの国際水準以上の有機農業の取組拡大や化学肥料・
農薬を低減する取組を広げるとともに、機械の省エネ化や水田

の長期中干しなど農畜林水産業での温室効果ガスの削減の取

組を推進

・ 環境に配慮して生産された農林水産物について、販売機会の

多様化、消費者との理解促進などを通じて販路拡大を図る

【特定区域の設定】

＜真庭市（全域）＞

環境負荷の低減に資する先端技術として生ゴミ等由来の濃縮
バイオ液肥を活用する等、化学肥料・農薬の使用量の低減に

取り組む営農活動の推進

○ 化学肥料・農薬（天敵を除く）を一切使用しない「おかやま有機無農薬農産物」の取組拡大や水
田の長期中干しなどの温室効果ガスの削減の取組の推進など、農林漁業に由来する環境負荷を低減す
る取組を県・市町村で連携して推進する。

取組のイメージ
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